
○
〇
〇
〇
〇

●

○

●

全国学力・学習状況調査で、平均正
答率が県平均、全国平均を3%上回
る。無回答を0に近づける。

学習集団づくり
について規律あ
る学習態度を身
に付けさせる

生徒が落ち着いた雰囲気で、時間概
念を意識した、けじめのある学習態
度で取り組めるようにする。

A A

学習・生活の規律や環境、校内共通の統
制構築が定着し、落ち着いた雰囲気の中
で学校生活や学習活動に取り組むことが
できている。また、授業状況調査（授業
ｱﾝｹｰﾄ）の「授業は、落ち着いた雰囲気
で進められている」項目においては、各
学級で100％近くの生徒から肯定的な回
答を得ることができた。

落ち着いた雰囲気の中で、学校生
活や学習活動への取り組みの習慣
化を継続しつつ、今後は、 授業状
況調査結果の分析・考察を教職員
と共有し、本校における課題を明
確化させ、見通しを立てて授業改
善に取り組み、学習成果の向上と
質の向上に努めていく。

非常に落ち着い
た雰囲気の中で
学習活動が行わ
れている。今後
も継続して欲し
い。授業アンケート結果において「私は

落ち着いた雰囲気で学習に取り組め
ている。」の肯定的な回答を100％
をめざす。

学校関係者評価

学力の向上
基礎・基本

の定着

学習した知識を
活用する学習方
法を身に付けさ
せる

生徒に基礎的・基本的な知識・技能
を身に付けさせ、実生活の様々な場
面において、活用・実践できるよう
にする。
生徒の学習習得状況に留意し、必要
に応じて学習の補充を行っていく。

B B

B

基礎・基本の定着に向けてテスト前の質
問会や学習会などで、学習を苦手とする
生徒に学年でしっかり関わることができ
た。また、抽出問題で実施した全国学力
学習状況調査の結果について、国語は無
回答率0％で正答率は昨年度より12.8～
29.7%上回っているが、「行書の特徴の理
解」「伝えたいことや情景・心情の表
現」等に課題ある。数学は無回答率0～
1％で正答率は昨年度より12.1～45.2%上
回っている領域もあるが、数学的な表現
を用いて説明する領域は、15.7％下回っ
ており、課題がある。

学習会については、抽出する生徒や取
り組み内容を厳選していく。また、状
況調査の結果を受けて、国語は語彙力
向上のため、内容や伝え方について助
言し合ったりする時間を設け、「話す
力」の向上を図っている。また、行書
の点画の省略・連続、筆順の変化など
を捉えさせ、行書の特徴をさらに理解
させて実践につなげていく。数学は数
学的用語を用いた対話を充実させ、
「振り返り」を数学的用語を用いて自
分の言葉で表現・活用できるように習
慣づけていく。

新学習指導要領
の全面実施によ
り、従来の知識
詰め込み型の学
習から、思考
力、判断力、表
現力を高める取
り組みを今後も
期待する。

評価項目 具体的目標
（評価小項目）

具体的方策 ・ 評価指標 評　価 成 果 と 課 題  （評価の分析） 課 題 の 改 善 策 等

前  年  度  の  評  価  と  課  題 今　年　度　の　重　点　目　標

学習面においては、全国学力・学習状況調査結果および授業アンケート結果により
生徒の学力を分析的に把握し、授業改善に向けた指針を得ることができた。得られ
た改善点を修正し、学力の充実をより図っていく。また、ICT機器の活用や言語活
動の充実など様々な角度から取り組んでいくことが課題である。生活面において
は、基本的な生活習慣は概ね確立できているようであるが、通学マナーなどに課題
が残り、継続的な指導が必要である。ルール・マナーを守ることの大切さを理解さ
せ、規範意識向上に向け継続した指導を展開していく。

１　学力の向上及び規律ある学習態度の充実を図る。

時間前行動を意識した学校生活を推進し、ICT機器を活用しながら生徒に学ぶことの楽
しさを実感できる授業改善に取り組む。

２　規範意識を高め、挨拶の励行や適切な言葉遣い・行動ができる生徒を育てる。

挨拶の励行、正しい言葉遣いを推進し、ルールやマナーを守れる素地をつくる。

３　いじめを許さない学校づくりを推進する。

いじめ防止に努め生徒のSOS(変容)を見逃さず問題解決に向けて組織として取り組む。

学校経営ビジョン

め　ざ　す　学　校　像 め　ざ　す　教　師　像 め　ざ　す　生　徒　像

○誰もが行きたくなる学校
○授業を大切にする学校
○笑顔と挨拶が溢れる学校
○地域に信頼される学校

○わかる・楽しい授業を工夫する教師
○生徒に寄り添い、真剣に向き合う教師
○謙虚に学び、自己を磨く教師

○自ら考え、意欲的に学ぶ生徒
○互いに認め合い、支え合える生徒
○自ら考え行動できる生徒

　　　令   和   ２   年   度   学   校   評   価   総　 括   表　　

斑鳩町立斑鳩中学校

教　 育　 目 　標
「自ら学び　心豊かに　たくましく生きる生徒の育成」
 基礎的、基本的な知識・技能・態度を修得させるとともに、自ら判断し、問題をよりよく 解決していく「生きる力」を身につけさせ
る。

総合評価

B教　 育 　方 　針

「日本国憲法」・「教育基本法」の根本精神に基づき、奈良県教育委員会の指導方針を踏まえた本校の教育を推進する。
本校は、校区内に世界遺産の法隆寺、小倉百人一首にも詠まれている龍田川があり、平成２９年度に創立７０周年を迎えた歴史と伝統の
ある学校である。聖徳太子の教えの『「和」の心を大切にし、ともに学び、ともに築こう。』を教育理念に掲げ、 『チーム斑鳩　心一つ
に　育み　支え　つなぎ合う』のスローガンのもと、生徒も教職員も一つとなって、学習や行事、部活動などの学校生活のあらゆる場面
において、いじめなどない調和のとれた学校となるように努めている。



学校関係者評価評価項目 具体的目標
（評価小項目）

具体的方策 ・ 評価指標 評　価 成 果 と 課 題  （評価の分析） 課 題 の 改 善 策 等

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

B

B

自尊感情の高い
生徒を育てる

互いの素晴らしいところ、見習いた
いところ、頑張っているところ等を
褒めあう活動を展開する。例えば、
学活において、「いいところ探し」
のような認め合いの活動を行う。

A A

学活、道徳における仲間作りや、互いを
認め合う学習、また生活委員の「ハッ
ピーポスター」の取り組みなどを通し
て、仲間のよいところを認め合う雰囲気
を高めることができた。また、生徒のア
ンケートでも、肯定的な回答が94％と
なっており、これらの取り組みに一定の
効果があったことが認められる。

本年度の取り組みが一定の成果をあ
げていることから、同様の取り組み
を継続していく。ただし、少数なが
ら否定的な回答をした生徒がいるこ
とは看過できない課題である。よっ
て、否定的な回答をした生徒の抱え
る背景にも注視しながら、様々な取
り組みを進めていく。

アンケートにお
いて肯定的な回
答をしなかった
6%の生徒にどう
アプローチする
かを課題として
今後も取り組ん
でいただきた
い。

学校評価アンケート（生徒）結果に
おいて「自分のいいところを認めて
くれる友達がいる」の回答90％以上
をめざす。

B

本年度は、新型コロナウイルス感染症
の影響で、全校生徒が一堂に会しての
全校集会を持つことができなかった。
放送やリモートによる全校集会を行っ
たが、生徒の表情が見えないため、生
徒の理解度をはかることが困難であっ
た。学校評価アンケートにおける「社
会規範（ルール）やマナーが身につい
ている」の回答は、生徒が90％弱、保
護者は概ね達成できた。

来年度も様々な場面を捉えて、生
徒指導主事や担任から生徒の規範
意識を高める説諭をしていく。ま
た、交通安全教室や防犯教室、
ネットスマホ講演会等、外部の講
師にも来校してもらい、生徒の規
範意識の向上を目指す。

規範意識の向上
には家庭の協力
が不可欠であ
り、保護者の意
識を向上するよ
うな取り組みも
活発に行って欲
しい。

学校評価アンケート（生徒・保護
者・教員）結果において「社会規範
（ルール）やマナーが身についてい
る」の回答を90％以上をめざす。

道徳の授業のほか、教育活動全般を通
して言葉遣いについて考えさせること
ができた。肯定的な回答は保護者
90％、生徒・教員は89％と概ね良好な
状況である。しかし、生徒の回答を詳
細に見てみると、「当てはまる」より
も「だいたい当てはまる」の方が数値
としては高く、正しい言葉遣いができ
ていないと感じる場面が生徒の中にあ
ることがわかった。

概ね良好な状態であるので、本年度の
取り組みを継続していく。特に道徳に
おいては、単なる言葉の指導に留まら
ず、言葉を発する背景にある「心」に
迫る授業内容を構築していく。また、
生徒と教師の心理的距離が近づくと言
葉遣いが砕ける傾向があるが、「場」
にふさわしくない場合はその都度指摘
することも重要である。尚、教師も生
徒の見本としてどのような言葉遣いを
するべきか考え、手本となるような発
言を心がけていく必要がある。

教職員の言動が
生徒にとって良
い見本となるよ
うに、日頃から
意識をして今後
も職務にあたっ
てもらいたい。

学校評価アンケート（生徒・保護
者・教員）結果において、「場に応
じた正しい言葉遣いができている」
の肯定的な回答を90％以上をめざ
す。

感染症の影響で、各教科とも授業の年間
指導計画（シラバス）の進度達成を重点
に授業が進められ、目標進度には達成で
きているが、授業における「めあて」提
示の最大は100％、最小は28％、平均は70
～80％、「振り返り」提示の最大は
95％、最小は22％、平均50～60％であ
り、定着には至っていない状況である。
「めあて」「振り返り」については、職
員研修でその重要性を提示し、授業改善
に向けて授業構成の中に取り入れるよう
に促しているが、教科によってかなりの
ばらつきがみられた。

シラバスは、全教科統一形式で
ホームページに掲載と同時に冊子
も引き続き配布をしていく。ま
た、3学期に各教科の進捗状況を確
認し、修得漏れがないように留意
する。
授業改善においては、「めあて」
を提示するだけにとどまらず、生
徒にしっかり伝わる方法をとって
いく。また、「振り返り」を行う
時間を授業の中に完全に組み込ん
で行えるようにしていく。

今後もめあての
提示と振り返り
を確実に行い、
1時間の授業に
見通しと達成感
を与えるような
授業展開をして
欲しい。授業アンケート結果において「教科担

当者が学習の目標・めあてを示してお
り、それを理解している」「教科担当
者が学習の振り返りを示し個々が行っ
ている」の回答を100％をめざす。

心の教育の
充実

あいさつ運動を
推し進め規律と
活気のある生徒
の育成を図る。

生徒会を中心に月に2回のあいさつ
運動を行い、学校内だけでなく地域
でも元気よくあいさつができる生徒
を育成する。

B B

生活委員を中心として、計画通りにあ
いさつ運動を行うことができた。生活
委員のみならず、他の生徒も意欲的に
参加してくれていた。
また、生徒・教員による学校評価アン
ケートにおいても肯定的な回答が90％
を超えることができた。しかし、保護
者の回答においては90％には至らず
83％という結果であった。

学力の向上
基礎・基本

の定着

授業構成につい
て授業者が学習
の見通しを持っ
て授業を受けさ
せている

授業はシラバスに沿って進められ、授
業のはじめに、提示された学習の「目
標・めあて」を生徒は理解し、授業の
終わりに、生徒が個々に学習の「振り
返り」を行い、生徒が見通しを持って
授業が受けられるようにする。

B B

丁寧な言葉遣い
ができる生徒を
育てる

学校の教育活動全般を通じて、
「場」に応じた言葉遣いについて考
えるとともに、正しい言葉遣いがで
きるよう指導を行う。例えば、道徳
の授業で礼儀の意義を考える。ま
た、日常から、教師が距離感を意識
して生徒と接する。 B B

生徒や教師に対するあいさつはで
きているが、来校者や地域の方へ
のあいさつがあまりできていない
点が、学校評価アンケートの保護
者の回答や、普段の様子の様子か
ら読み取ることができる。今年度
の活動に加え、来校者や地域の方
へのあいさつを呼び掛けていくよ
うにしていく。

あいさつ運動に
はPTAも参加
し、より活発に
行うことができ
ていた。今後も
継続して欲し
い。

学校評価アンケート（生徒・保護
者・教員）結果において「すすんで
あいさつするよう心がけている。」
の肯定的な回答90％以上をめざす。

規範意識を高め、TPOを考えた言動
をとれる生徒の育成を図る。日常か
ら、各学級において規範意識を高め
る説諭を行い、集会時には生徒指導
主事から規範意識を高める説諭を行
う。 B



学校関係者評価評価項目 具体的目標
（評価小項目）
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○

●

○

●

○

●

○

●

○
〇
〇
〇
〇
〇

●

安全教育を推進
し、『安心・安
全な学校』をめ
ざす。

安全教育を推進し、年間2回の防災
訓練を行う。自然災害から身を守る
知識や災害に適切に対応する能力を
培う。また、事後学習として直近に
発生した震災について学習する。
震災の日に合わせ、朝の学活を使い
注意喚起を行い、震災に関する知識
を深める。

B B

年間2回の避難訓練を行うことができ
た。2回とも違う形式で生徒達が考え
ながら、避難できるように工夫した。
事後の学習では、教科授業の中で生徒
達に考えさせる場面をつくることはで
きたが、全体での学習はできなかっ
た。
2回実施した避難訓練では、避難行動
開始から完了までいずれも3分を超え
た。

避難訓練において、全員避難する
までは迅速にできていたが、人数
点呼に時間がかかった。今後点呼
方法の改善を要する。年間2回の訓
練を行うためには、計画的に考え
る必要がある。防災の意識を高め
るために、人権担当とも協力しな
がら、学習できるようにワーク
シートなどを作成していく。避難
した後の人数点呼のマニュアルを
全員に共通理解する場面を職員会
議等を通して、つくっていく。

健康・体
力・安全の

充実

体育指導の改善
を図り、生徒の
体力向上をめざ
す。

体力テストの課題分析を行い、斑鳩
中学校体力向上計画を立て、運動す
ることの楽しさや生徒の体力向上を
めざす。

B B

A

持久走において2年男子は-13秒、3年女
子は-4秒の記録向上が見られたが、2年
女子や3年男子では記録の低下も見られ
た。長座体前屈は全体で平均＋3～4cmの
記録向上が見られた。握力は男子で＋
5kg、女子で2.5kg程度の記録向上が見ら
れた。

コロナ禍で前年度の冬場に持久走
を十分に実施できなかったことが
影響していると思われるため、今
年度は12月～2月にかけて重点的に
持久力を高めるトレーニングを
行った。また、運動部活動にも体
力テストの結果をフィードバック
し、部活動での体力向上を目指し
ている。

状況設定を変え
ながら訓練が実
施されること
で、防災意識を
より高めること
につながってい
るので、今後も
継続して欲し
い。避難訓練における避難行動開始から

全員避難するまでの時間を3分以内
にする。

生徒会活動
の充実

生徒会活動のよ
り一層の充実を
図る。

委員会活動を活性化し、４月に１年
間の計画を立て、その年間計画に基
づき、生徒が責任を持って活動でき
るようにする。

B B B

コロナ禍の中、リモートによる取り組み
を取り入れることにより、ある程度計画
通りに実施することができた。
しかし、例年と違う分準備に時間がかか
り、生徒会活動以外との両立を上手くで
きなかった。
学校評価アンケートの結果は生徒と保護
者が74％、教員が85％で90％には届かな
いという結果であった。

来年度も同じコロナ禍が想定され
るので、今年度の経験をもとに準
備をスムーズにできるようにして
いく。
各委員会との連携を図り、全ての
委員会が活発に活動を行えるよう
にすることで、生徒会活動への関
心・意欲を高める。

コロナ対策を講
じての行事企画
や校則改正等、
生徒会活動が非
常に活発に行わ
れている。今後
も継続して欲し
い。

学校評価アンケート（生徒）結果に
おいて「係や委員などの生徒会活動
に関心を持ち、積極的に参加してい
る」という回答を90％以上をめざ
す。

様々な制約が今
後も予想される
が、最大限の体
力向上が行える
よう工夫してい
ただきたい。

持久走－15秒　長座体前屈＋5ｃｍ
握力＋0.3ｋｇを目標に体育の授業
を取り組む。

食育のより一層
の充実を図る。

年に２回の栄養調査を実施し、残食
率を分析する。その結果を各学級に
報告し、各担任から指導を行うこと
で更なる食育指導の充実をはかり、
生活の中で食事が果たす役割や健康
によい食習慣について考える。 A A

今年度はコロナの影響により、栄養調査
を1回しか実施できなかった。残食率の分
析からも牛乳の残が多い状況ではある。
しかし、学年によってばらつきがある
が、全体的に見ると牛乳残食率15％前後
から、10％未満へと目標を達成すること
ができた。要因としては、今年度から紙
パックへ変更となり飲みやすくなったこ
とが挙げられる。また、栄養面を考慮し
て考えたリクエスト給食を実施するとど
のメニューもほとんど残食なしであっ
た。

牛乳を残してしまうと、もう一度
冷やして翌日に提供するわけでは
なく、開封していなくても廃棄し
ている。このことをしっかり生徒
たちに伝えて、少しでも飲むよう
に、担任の先生方とも協力して促
していく。

残食率を少しで
も減らすよう
に、家庭科（栄
養バランスの重
要性）や、道徳
（命の連鎖）
等、様々な授業
においてアプ
ローチを試みて
欲しい。

給食の残食率を前年度より少なくす
る。とくに牛乳の残食率を前年度の
15%から10%未満を目指す。

心の教育の
充実

生徒理解を活か
した教育の推進

生徒が生き生きと学校生活が送れる
学校をめざす。学校行事等を生徒主
体として創り上げ、生徒に達成感を
持たせる。

B B B

本年度は新型コロナウイルス感染症の影
響で、学校行事を生徒主体で創り上げる
ことが困難であった。感染拡大を防止す
るために、感染対策を生徒に協力しても
らう形で文化祭と体育大会を行った。学
校評価アンケートにおいて「楽しく学校
に通っている」という回答は生徒、保護
者ともに90％に近い回答があった。

来年度は、新型コロナウイルス感染
症の状況をみながら、生徒主体で学
校行事を創り上げることで、生徒に
達成感を持たせる取り組みを推進し
ていく。また、日々の生徒観察を徹
底し、トラブルの早期発見、早期解
決をすることで、楽しく学校に通え
ることを目指す。

アンケートにお
いて肯定的な回
答をしなかった
1割の生徒にど
うアプローチす
るかを課題とし
て取り組んでい
ただきたい。

学校評価アンケート（生徒）結果に
おいて「楽しく学校に通っている」
という回答を90％以上をめざす。
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○

●
●

○

●

○

●

○

●

○

●

○
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A

B

B

B

次年度は、参観授業を実施し、他教
科との交流を行い、さらに向上した
授業づくりを目指していく。また、
教科の研究授業も実施し、授業研究
と研究協議を通じて研修を深める。
そして、今年度の授業状況調査（授
業ｱﾝｹｰﾄ）の分析結果を活かすことが
できる授業改善を行う。

分析結果を活か
していけるよう
に、PDCAサイク
ルの構築に努め
て欲しい。

生徒授業アンケート結果において、
各項目のレーダーチャート4段階評
価平均数値3以上をめざす。

月に一度のペースで「斑鳩の道」を発行
し、折々の行事や調査結果等を発信し
た。また、適宜HPを更新し情報発信に努
めた。必要に応じて連絡事項や不審者情
報をメール配信した。学校評価アンケー
トでは、80%以上の保護者が情報発信に
ついて肯定的な回答をした。

学校評価アンケート（保護者）「各
種たよりや電子メール、ホームペー
ジ等で、情報を積極的に発信してい
る」の項目において、肯定的な回答
が80%にとどまった。情報発信ツール
としてのHPについて、利便性や魅力
をさらに高めることで、頻繁に見て
もらえるような工夫が今後必要であ
る。

ICTの発達によ
り、情報発信
ツールの選択肢
も増えた。様々
な機会を捉えて
情報発信に努め
て欲しい。

学校評価アンケート（保護者）「各
種たよりや電子メール、ホームペー
ジ等で、情報を積極的に発信してい
る」の項目において90％以上の肯定
的な回答をめざす。

生徒が地域に貢献できる活動を行
う。
藤ノ木古墳周辺の清掃やクリーン活
動への参加を充実させる。

B B

2年生において、これまでにはなかった地
域清掃ボランティア団体の協力を得る形
でのクリーン活動を行った。職場体験が
なくなった為に、地域社会の皆さんとの
関わりを通して社会性を身につける事を
ねらいとしてこの形態を取った。学校評
価アンケート（生徒）「地域の行事等に
積極的に参加している」の項目において
は、30％以上の肯定的な回答にとどまっ
た。

コロナ禍にあり、様々な取り組みが中
止または縮小して行われることになっ
たが、左記のような工夫を凝らしたこ
とで、協力いただいた各団体様からも
高い評価をいただき、生徒達にとって
も大きな励みと自信につながった。こ
のような取り組みの工夫を行うこと
で、地域貢献の動機付けを図りつつ、
家庭にも協力を仰ぐ。

ＩＣＴを活用し
た教育の推進を
めざす

ＩＣＴ教育推進リーダーを中心に、
スキル向上（情報モラルを含む）や
利活用の工夫についての研修会を行
う。

B B

今年度は今後導入されるchromebookの
活用に向けて校内でのGoogleの研修に
一度ではあるが取り組むことができ
た。今年度は多くの職員が電子黒板、
プロジェクターを使用し、利用率はお
おむね60％を超えるものにすることが
できた。

今年度の研修ではGoogleに触れるとい
う程度になり、スキルの習得、向上と
まではできなかった。今後の活用の必
要性を考えて、数多くの研修を企画し
ていく。電子黒板、プロジェクターの
利用率が高まっているがまだまだ一部
の職員に限られているところもある。
どの職員にも使用可能な環境を整え、
活用をサポートしていく。

chromebookを活
用して、生徒の
思考力、判断
力、表現力を高
めて欲しい。そ
の指導力を高め
る研修を実施し
て欲しい。

教員の育成

教員の指導力を
向上させ、授業
力の高い教員を
育成する。

授業研究を中心とした校内研修や教
師による授業参観を行うことで、自
らの授業改善を図り、授業力の向上
を図る。

B B

各教科とも進度達成に向けて7時限授業を
進める中、空き時間に余裕がなく、授業
研究や授業参観の実施はできなかった。
授業状況調査（授業ｱﾝｹｰﾄ）により、各教
科で授業改善の方向性は認識できたが、
レーダーチャートの結果は、各教科でば
らつきが見られ、4を最大したとき平均は
2.4で、3以上の肯定的回答を得られな
かった。

職員が電子黒板・プロジェクター等
のICT機器の操作技術を身に付け、
授業において利用一覧表の利活用率
を60％以上にする。

様々な制約が継
続するが、今年
度のような工夫
を凝らし、地域
との交流を図っ
てもらいたい。

特別支援アンケート結果において、
４段階評価平均数値3以上をめざ
す。

家庭・地域
との連携

学校と家庭・地
域との連携する
体制の構築をめ
ざす

学校通信「斑鳩の道」や学年通信、
HP等をICTサポーターを活用して、
学校の様子について伝える。

B B

学校評価アンケート（生徒）「地域
の行事等に積極的に参加している」
の項目において50％以上の肯定的な
回答をめざす。

昨今のコロナ感
染者や濃厚接触
者への偏見にも
留意しながら、
今後もきめの細
かい生徒観察に
努めて欲しい。

いじめの重大事象「0」をめざす。
いじめの解消率「100％」をめざ
す。

特別支援教
育の充実

特別支援教育に
対する理解を深
める

特別支援教育コーディネーターを中
心に、支援委員会（ケース会議）を
定期的に開催し、個々の生徒の情報
を共有し、実態に応じた支援を全職
員に周知する。 B B

特別支援コーディネーターと担任で、情
報交換の場を持ち、個々への支援内容や
方法の確認を密に行い、すすめることが
できた。担当の先生方にも情報共有する
ことができた。また、特別支援教育に対
する理解を深めるためのアンケートを予
定していたが、新型コロナウイルス感染
拡大予防のため特別支援の取り組みに変
更が生じ、行うことが出来なかった。

特別支援教育の理解、生徒の状
況、支援方法など担当だけでな
く、全職員に情報共有ができるよ
うに、発信の機会を増やしたり、
ケース会議を定期的に行う必要が
あると考える。

全ての生徒が安
心して伸び伸び
と活動できるよ
うに、全ての職
員で情報共有し
ながら取り組み
を進めて欲し
い。

健康・体
力・安全の

充実

いじめの早期発
見・早期対応に
努め、生徒が安
心して登校し、
充実した学校生
活が送れるよう
にする。

いじめに関するアンケートや教育相
談、日々の生徒観察を通じて、いじ
めの早期発見、早期対応に努める。

A A

6月と11月に教育相談週間を設け、担任と
の二者懇談を行った。また、8月と11月に
いじめアンケートを実施し、合計22件の
いじめ事象があったが、重大事象は0であ
り、その後の取り組みにより、すべて解
消された。しかし、いじめアンケートで
発覚した事象も多数あったため、日々の
生徒観察を通して、早期発見、早期対応
に努めていく。

来年度も6月と11月の2回、教育相
談週間を設け、二者面談を行う中
で、いじめ事象や人間関係トラブ
ルの早期発見、早期対応を心がけ
ていく。また、いじめアンケート
も2回実施、早期発見と3ヶ月後の
追跡調査も行っていく。



学校関係者評価評価項目 具体的目標
（評価小項目）

具体的方策 ・ 評価指標 評　価 成 果 と 課 題  （評価の分析） 課 題 の 改 善 策 等

○

●

○
〇
〇
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●

全職員が働き方
改革の趣旨を理
解し、教育活動
において大切な
部分（部活動で
の人間関係づく
り等）は維持し
ながら改革を進
めて欲しい。

職員一人の時間外労働を月合計45時
間以内かつ年間合計360時間以内を
達成している職員が全体の70％以上
をめざす。

不登校対策委員会を立ち上げ、SSWやSCの
専門的な見地からのアドバイスを得ながら
個別の対応に努め、登校を再開できた生徒
もいる。登校再開にまで至らないケースに
おいても、SCを受けることで自身の心を整
理し、再登校に向けた足がかりとなってい
る生徒もいる。

担任だけでなく、学年教員、養護、SC
等、不登校傾向にある生徒に対応でき
るチャンネルを多く持つ。また、引き
続き不登校対策委員会を持ち、不登校
生徒に関わる内容を全体で共有し、専
門家の見立てを得ながら、一人でも多
くの不登校生とが登校できることを目
指していく。

適応教室の設
置、充実を図
り、不登校生徒
が登校を再開で
きる足がかりを
一つでも多く持
てるように引き
続き取り組んで
欲しい。

不登校生徒が、1人でも多く登校で
きることをめざす。

教職員の働き方
に対する意識改
革を行う

出退勤記録システムを利用して、出
退勤の時刻を管理し、職員の健康状
況を把握する。
業務改善のために時間短縮の工夫を
する。

B B

3月1日現在、時間外労働が月合計45時
間以内かつ年間合計360時間以内を達
成する見込みの職員は、全体の9%にと
どまった。出退勤記録の入力が土日祝
日も含めて職員間に定着し、より正確
な状況把握につながった。また、毎週
金曜日に19時には学校を閉める取り組
みや、各校務分掌で業務の見直しを行
うことで、職員の意識に変化が見られ
た。

働き方改革に関わる職員の意識は
確実に変化しており、突発的な生
徒指導事象対応時等を除けば、概
ね限られた時間内で最大限の効果
を上げる努力が成されている。数
値目標の達成には至っていない
が、各校務分掌を中心に学校行事
や業務内容の見直しを今後も進め
ることで、目標数値の達成を目指
す。

業務改善

不登校生徒が学
校へ登校できる
環境をつくる。

校内適応教室を継続的に運営し、不
登校生徒が登校できることをめざ
す。

B B

B


